

































































































































































































































テルを付与してきた。例を挙げると、「人間性の宗教 religion of humanity J、「自由宗教 free religionJ 1 自






























アボットは NLL から離脱することになった。もっともアボットら NLL の活動は、政治との距離を保っ






































問題を通じて読み取っていく。次の第 3 章 1<人間性の宗教>の集合的理念形成」では、「ユニテリア
リズムと自由宗教協会J 1ニューヨーク倫理協会J 1シカゴ・ヒューマニスト協会J をとりあげ、こうし
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た宗教運動の組織的展開の分析を通じて、かかる宗教運動に底流する<人間性の宗教>理念の形成過程
が示される。そして第 4 章 1<人間性の宗教>の社会的実践」では、<人間性の宗教>という理念の形
成過程が米国社会との密接な関係によって規定されてきたことに注目し、こうした理念が一種のデノミ
ネーションとして組織化されては消滅していったことを、担い手である<宗教的世俗主義者>の動向か
ら明らかにする。「終章」で、は上記の内容に立ってまとめがなされ、今後の研究課題の方向が提示され
る。
本研究では複数の宗教思想家の思想的展開をタテ糸に、複数の宗教運動に見られる共有しうる次元の
宗教理念をヨコ糸にして、その双方を絡める中から思想史的流れを綜合的に論証しているが、その着想
と綴密な分析は高く評価できる。さらにそうした方向からの米国宗教思想史の構築は従来見られず、扱
う時期が限定されているとはいえ本論文の成果は貴重である。叙述の仕方には、さらに説得力を高める
ための工夫の余地は残されているが、本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるものであるこ
とは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を
有するものと認められる。
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